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す
べ
き
だ
。
�
今
後
の
電
子
市
役

所
小
金
井
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
課
長　

�

現
在
９
社
の
ベ
ン
ダ
ー
で
複
雑
化

し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
１
社
に
統

合
し
簡
素
化
す
る
も
の
。
こ
れ
に

よ
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
高
度
化
、

経
費
削
減
そ
し
て
運
用
の
要
員
確

保
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
�
市
民

あ
る
い
は
転
入
予
定
者
、
来
訪
者

が
利
用
で
き
る
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
�
今

後
、
地
方
税
の
電
子
申
告
や
収
納

の
窓
口
の
多
角
化
を
検
討
す
る
時

期
に
来
て
い
る
。

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

�
ク
ル
マ
の
共
同
利
用
（
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
に
つ
い
て
４
年

前
の
定
例
会
の
一
般
質
問
で
紹
介

し
た
。
そ
の
後
欧
米
だ
け
で
な
く
、

日
本
で
も
地
方
か
ら
普
及
が
図
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
武
蔵
小
金

井
駅
南
口
再
開
発
に
導
入
す
る
よ

う
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。
交
通

渋
滞
対
策
や
環
境
対
策
の
面
で
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

都
市
再
生

機
構
に
申
し
入
れ
た
い
。

　

�
�
平
成　

年
度
に
庁
内
情
報

２０

シ
ス
テ
ム
が
統
合
さ
れ
る
が
、
期

待
さ
れ
る
効
果
は
何
か
。
�
市
役

所
に
は
道
路
、
学
校
、
図
書
館
な

ど
の
地
図
台
帳
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
統
合
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入

の
あ
る
産
業
の
創
造
性
を
研
究
す

る
。
�　

年
度
の
国
の
予
算
獲
得

１９

に
強
力
な
要
請
を
行
っ
て
来
た
。

年
内
に
は
良
い
結
果
が
出
る
と
思

う
。
�
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
整
備
は
必
要
不

可
欠
な
政
策
で
あ
る
。

経
済
課
長　

�
他
市
に
な
い
「
市

民
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
て
い
る
。
�
三
鷹
市
は
産

業
プ
ラ
ザ
を
中
心
に
展
開
し
て
い

る
。
参
考
に
し
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
条
例
を
制
定
す
べ
き
」

と
し
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
、

心
の
あ
り
方
等
質
問
し
ま
し
た
。

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
）

　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
は
小
金

井
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
活

性
化
と
は
、
市
の
課
題
解
決
・
市

民
の
就
労
の
場
の
確
保
・
財
政
安

定
化
な
ど
で
あ
る
。
�
起
業
支
援

の
必
要
性
と
市
が
行
っ
て
い
る
施

策
は
何
か
。
�
三
鷹
市
で
は
起
業

支
援
に
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

三
鷹
市
に
学
ん
で
支
援
策
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
�
農
工
大
と
連

携
の
地
域
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

誘
致
の
た
め
の
国
の
予
算
要
求
結

果
は
。
�
市
立
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
セ
ン
タ

ー
を
Ｊ
Ｒ
高
架
下
以
外
に
も
設
置

す
べ
き
で
あ
る
。

市
民
部
長　

�
高
い
経
済
効
果
や

ま
ち
づ
く
り
の
波
及
効
果
を
期
待

し
て
い
る
。
�
三
鷹
市
な
ど
先
進

的
な
取
組
を
参
考
に
し
て
将
来
性

基準緩和が求められる特定高齢者把握票

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
落
札
し
た
民
間
コ
ン
サ
ル
以

外
の
３
社
は
、
予
算
額
オ
ー
バ
ー

の
金
額
で
入
れ
て
お
り
、
事
実
上

落
札
の
意
思
が
な
い
。
予
算
の
積

算
時
に
は
ど
の
会
社
か
ら
下
見
積

り
を
と
っ
た
の
か
。
�
一
次
選
定

に
「
不
適
地
区
（
除
外
地
区
）
の

設
定
」
と
い
う
工
程
が
あ
る
が
、

市
が
一
次
選
定
で
除
外
地
区
に
設

定
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
リ
ス

ト
が
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
市
長
は
庁
内

検
討
委
員
会
に
考
え
方
を
伝
え
て

い
る
か
。
�
一
次
選
定
の
結
果
、

二
次
選
定
の
結
果
は
、
そ
の
都
度

担
当
常
任
委
員
会
に
報
告
す
べ
ぎ

で
は
な
い
か
。
�
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

で
処
理
で
き
な
い
１
万
３
千
ト
ン

は
ど
の
程
度
処
理
の
メ
ド
が
立
っ

た
の
か
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

�

（
落
札
し
た
会
社
を
含
め
て
）
３

社
か
ら
見
積
り
を
と
っ
た
。
�
面

積
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
検
討
の

対
象
に
な
る
。
�
最
終
的
な
候
補

地
の
選
定
結
果
は
市
議
会
全
員
協

議
会
に
提
出
す
る
。
�
現
段
階
で

内
定
し
た
数
字
は
な
い
。

　

市
長　

�
最
終
的
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
私
の
発
言
等
が
当
然
加
味

さ
れ
る
。

■
こ
の
他
に
「
市
長
の
高
額
退
職

金
を
引
き
下
げ
る
べ
き
」
な
ど
の

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

国分寺崖線は都の景観基本軸に指定され、景観づくりが進められている

区
計
画
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
周

知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。
誘
導
策

に
つ
い
て
は
、
研
究
し
た
い
。

■
特
に
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
国

分
寺
崖
線
や
玉
川
上
水
は
、
市
の

特
徴
的
な
経
験
を
有
す
る
。
小
金

井
市
の
景
観
を
守
る
の
は
小
金
井

市
だ
と
い
う
意
思
を
持
っ
て
取
り

組
む
よ
う
に
、
要
望
し
た
。

■
そ
の
他
に
、「
人
口
の
減
少
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
開
発
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
」
と
、「
市
民
が
身
近
な
緑
を
育

て
る
里
親
制
度
を
つ
く
ら
な
い

か
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

建
物
の
高
さ
や
色
等
、
景
観
に

と
っ
て
重
要
な
も
の
は
、
都
の
景

観
条
例
で
は
規
制
で
き
な
い
。
国

分
寺
崖
線
と
玉
川
上
水
は
都
の
景

観
基
本
軸
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

大
規
模
な
計
画
で
も
届
出
を
す
れ

ば
開
発
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
市

独
自
の
規
制
が
必
要
で
あ
る
。
国

分
寺
市
は
、
国
分
寺
崖
線
の
高
さ

制
限
を　

メ
ー
ト
ル
に
し
て
い
る
。

１５

�
高
さ
制
限
の
考
え
方
は
。
�
市

も
高
さ
制
限
を
つ
く
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
住
民
が

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
地
区
計

画
」
を
協
議
す
る
場
を
つ
く
る
べ

き
。
誘
導
策
を
と
ら
な
い
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
高
さ
は
用

途
地
域
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
�
地

起
業
支
援
で
小
金
井
市
の

起
業
支
援
で
小
金
井
市
の

活
性
化
を
す
べ
き

活
性
化
を
す
べ
き

焼
却
場
候
補
地
選
定
問
題

焼
却
場
候
補
地
選
定
問
題

に
つ
い
て

に
つ
い
て

三鷹産業プラザ

　

環
境
部
長　

�
微
増
傾
向
。
�

市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
庁
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
で
行
う
。
�
来
年
度
の
書
類

を
改
善
す
る
。

　

市
長　

�
早
急
に
職
員
に
徹
底

さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

�
児
童
・
生
徒
の
健
康
診
断
に

よ
る
と
市
内
の
喘
息
罹
患
率
に
も

特
徴
が
あ
る
。
調
査
票
の
保
存
期

間
を　

年
に
延
ば
し
、
市
と
し
て

１０

の
把
握
・
分
析
・
対
策
を
し
な
い

か
。

　

教
育
部
長　

現
状
を
把
握
、
分

析
す
る
た
め
に
検
討
す
る
。

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
二
枚
橋
焼
却
場
の
閉
鎖
、
国

分
寺
市
へ
の
共
同
処
理
の
申
入
れ
、

さ
ら
に
他
市
へ
の
処
理
依
頼
な
ど
、

ま
さ
に
ご
み
非
常
事
態
で
あ
る
。

市
役
所
に
は
他
の
事
業
所
の
見
本

と
な
る
よ
う
な
ご
み
減
量
が
求
め

ら
れ
る
。
�
小
金
井
市
の
最
大
の

課
題
は
今
、
ご
み
問
題
と
認
識
し

て
い
る
か
。
�
市
は
３
年
前
か
ら

市
施
設
ご
み
半
減
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
半
減
ど
こ
ろ
か
排

出
量
も
資
源
化
率
も
横
ば
い
で
は

な
い
か
。
�
半
減
運
動
基
準
に
基

づ
く
結
果
の
公
表
を
。
�
市
施
設

は
非
常
事
態
宣
言
の
燃
や
す
ご
み

　

％
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

１０か
。
�
市
内
最
大
事
業
所
の
社
長

と
し
て
の
市
長
の
見
解
は
。

　

市
長　

�
当
面
す
る
最
大
課
題
。

ご
み
非
常
事
態
宣
言
な
の

ご
み
非
常
事
態
宣
言
な
の

に
市
役
所
の
ご
み
は
増
加

に
市
役
所
の
ご
み
は
増
加

は
３
月
を
メ
ド
に
答
申
の
職
場
検

討
内
容
を
ま
と
め
る
。
学
童
保
育

所
の
運
営
基
準
は
年
度
末
を
メ
ド

に
作
る
。
ピ
ノ
キ
オ
幼
児
園
は
移

転
時
に
運
営
方
法
を
再
検
討
す
る
。

　

市
長　

�
答
申
を
尊
重
す
る
立

場
だ
が
、
常
に
ど
う
変
え
て
い
く

か
は
視
野
に
入
れ
た
い
。

　

�
�
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
。

�
市
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
来
年
度
に

障
害
の
あ
る
方
も
含
め
、
基
本
構

想
に
向
け
準
備
し
た
い
。

　

企
画
課
長　

�
第
４
次
基
本
構

想
策
定
過
程
で
検
討
、
計
画
す
る
。

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
�
国
の
認
定
基
準
が
厳
し
す

ぎ
て
、
特
定
高
齢
者
の
把
握
率
が

低
い
の
で
、
緩
和
を
求
め
よ
。
�

認
知
症
の
早
期
発
見
に
市
独
自
の

対
応
を
。
�
一
般
高
齢
者
の
介
護

予
防
事
業
な
ど
の
予
算
対
応
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
国
に
要
望
。

　

介
護
福
祉
課
長　

�
医
師
の
判

断
を
活
用
し
、
必
要
な
介
護
予
防

に
つ
な
げ
た
い
。
�
サ
ー
ビ
ス
充

実
に
力
点
を
置
い
て
予
算
を
組
む
。

　

�
�
児
童
福
祉
審
議
会
の
答
申

後
の
作
業
は
？
�
民
間
委
託
に
つ

い
て
保
育
園
や
学
童
保
育
所
は
当

面
は
行
わ
ず
、
現
行
体
制
の
中
で

の
改
善
、
ピ
ノ
キ
オ
幼
児
園
は
公

設
公
営
で
と
い
う
答
申
と
の
整
合

を
行
革
大
綱
は
ど
う
取
る
の
か
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

�
保
育
園

介
護
支
援
事
業
対
象
の

介
護
支
援
事
業
対
象
の

特
定
高
齢
者
の
把
握
は

特
定
高
齢
者
の
把
握
は

小
金
井
市
の
景
観
を

小
金
井
市
の
景
観
を

保
全
す
る
た
め
の
し
く
み
を

保
全
す
る
た
め
の
し
く
み
を

再
開
発
事
業
に

再
開
発
事
業
に

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
を

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
を


